
船舶事故調査報告書 

令和６年２月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和５年８月２６日 １０時４２分ごろ 

発生場所 長崎県対馬市池ノ浦鼻 

万
まん

関
ぜき

瀬戸東口灯台から真方位０５３°７６０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°１８.２′ 東経１２９°２１.８′） 

事故の概要 鮮魚運搬船 No2013 SUNG
ソ ン

 POONG
プ ン

は、西進中、岩礁に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和５年８月２８日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

鮮魚運搬船 No2013 SUNG POONG（大韓民国籍）、１２６トン 

００１００１１－６４８２２０８、SUNG POONG MULSAN Co.,LTD 

 乗組員等に関する情報 船長（大韓民国籍）、四級航海士免状（大韓民国発給） 

 負傷者 なし 

 損傷 船首部船底外板に凹損及び擦過傷、キールに擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 低潮時 

 事故の経過  本船は、船長ほか２人（共に大韓民国籍）が乗り組み、対馬市厳
いず

原
はら

港で揚げ荷役を終えて同港を出港し、万関瀬戸を経由して大韓民国統
トン

栄
ヨン

港に向け、対馬東方沖を北東進していた。 

船長は、椅子に腰を掛け、レーダー及びＧＰＳプロッターを作動さ

せ、手動操舵により単独で船橋当直につき、本船が対馬市三浦湾東方

沖に達して左転して同湾に入り、三浦湾西部に達したところで針路を

変えて万関瀬戸に向けて南西進を開始するつもりで、真方位約   

２６０°の針路及び約９.５ノットの対地速力で本船を航行させた。 

船長は、三浦湾東部の防波堤間を通過した後、眠気を催し始めたの

で、水を飲んだり目を擦ったりしながら椅子に腰を掛けたまま船橋当

直を続けていたところ、いつしか居眠りに陥った。 

本船は、変針予定場所を通過してそのままの針路で航行を続け、池

ノ浦鼻の岩礁に乗り揚げた。 

本船は、満潮時に船長の操船により自力で離礁した後、対馬市三浦

湾（万関）漁港の岸壁に着岸した。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

本船の喫水は、船首約２.０ｍ、船尾約２.５ｍであった。 

本船には、船橋航海当直警報装置が装備されていなかった。 

船長は、椎間板変性症の手術をして以来、鎮痛目的等で数種類の薬

を１日１回（朝）服用しており、本事故当時、出港前に同薬を服用

し、同薬の中には眠気を催すおそれのある薬も含まれていたので、眠



気を催したのではないかと本事故後に思った。 

船長は、眠気を催した際、他の乗組員を昇橋させ、２人で船橋当直

を行っていれば良かったと本事故後に思った。 

分析 本船は、手動操舵で西進中、単独で船橋当直中の船長が、居眠りに

陥り、変針予定場所を通過して池ノ浦鼻に向かって航行を続けたこと

から、同鼻の岩礁に乗り揚げたものと推定される。 

船長は、眠気を催すおそれのある医薬品を服用していたこと、及び

椅子に腰を掛けた姿勢のまま船橋当直を続けたことから、覚醒水準が

低下し、居眠りに陥った可能性があると考えられる。 

原因 本事故は、本船が手動操舵で西進中、単独で船橋当直中の船長が、

居眠りに陥り、変針予定場所を通過して池ノ浦鼻に向かって航行を続

けたため、同鼻の岩礁に乗り揚げたものと推定される。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船橋当直者は、眠気を催した際、他の乗組員と操船を交替した

り、他の乗組員を昇橋させて２人当直としたりするなどして居眠

り運航を防止する措置を採ること。 

・船橋当直者は、船橋当直前に眠気を催すおそれのある医薬品の服

用を極力避けること。 

 

  



付図１ 事故発生経過概略図 
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予定針路 

折瀬鼻 

万関瀬戸 

万関瀬戸東口灯台 

長崎県美津島港南防波堤 

長崎県美津島港北防波堤 


